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今回つ調査に麟しまして、神戸市文化財専門委員の小林行雄・宮本長■郎Ⅲ

檀上重光の三先生に御指導いただきました。

また、土地所有者の黒正國廣氏の御協カーを得ました。
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1_■ま Iう あう とこ

当遺跡は、神戸市東灘区御影町御影・郡家を中心に広が

る大規模な遺跡です。

今日も地名として残る「郡家」は、古代の「郡衛」の存

在を暗示するものであり、小学として残る「大蔵」は、郡

術の正倉をさすのではないかと考えられてきました。

昭和54年度大蔵地区で初めて発掘調査を行い、以後今日

まで30数次にわたります。

2_今 日 ま で の 成 果

昭和54年度以来、たび重なる発掘調査によって、郡家遺

跡の実体は、徐々にではありますが、明らかになりつつあ

ります。

当遺跡は、弥生時代後期に始まり、近世に至るまで連綿

と人々が住み続けています。

弥生時代後朗から、古墳時代初頭にかけては、集落はま

だ小さく、しかも居住域と墓域はすぐ近くにありました。

吉墳時代中 。後期になると居住域は広がり数多 くの竪穴

住居と掘立柱建物が出上しています。これらの建物は当時

流れていた川の近 くの段丘斜面に位置していますが、規則

正しく並ぶ掘立柱建物だけで構成された特殊な建物群が段

丘の高い所にあります (下山田地区)。

この時期の墓域はこれまでに発見されていませんが、北

方段丘上の鴨子ケ原群集墳や南東の沖穫地上の坊ケ塚、住

吉宮町遺跡の吉墳群と関係があるかもしれません。
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菟原郡衡と深いかかわりをもつと考えられる奈良から平

安時代の建物は、大蔵地区で出土しているだけです。その

南の御影中町でも遺物は発見されていますが遺構は明らか

でなく、大蔵地区にその中心があるようです。

平安・鎌倉時代の掘立柱建物や井戸は、古墳時代後期の

居住域と重なるように点々と出土しています。しかし、当

時の集落の中心となるような部分はまだ確かめられていま

せん。

以上が今日までに知り得た当遺跡の概要ですが、今後も

っと詳細な資料分析が進めば、遺跡の性格を具体的にお知

らせできる日がくるでしょう。

3_調 査 の 概 要
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吉 墳 時 代 後 期

竪穴住居址 3棟 (SB04・ 05006)と 掘立柱建物

1棟 (SB07)が 発見されました。

この中ではSB04が 古く、 6世紀前半のもので一辺4.

7mの方形です。

住居址内からは、土器の他に滑石製の日玉が出上 してい

ます。

SB05は 、4.7× 5.7mの長方形で、 6世紀前半のも

のです。北側の壁際にカマドを造っています。煙道は、壁

の外に出てやや東に曲がっています。多くの土器の他に鉄

器が出土しています。

SB06は 、一辺 4.8mの方形で、 6世紀後半のもので

す。SB05と 同様に、ゴヒ側の壁際にカマドを造っていま

す。煙道は、 トンネルで住居址の外へ出て、東へ曲がり、

幅約20cIE、 探さ約 5～ 10cm、 長さ 1.8mの溝で残っていま

す。

SB07は 、 2間 X2間の掘立柱建物です。出土遺物か

ら古墳時代に属することは判明しましたが、それ以上の詳

しいことは不明です。

、
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鎌 倉 時 代

掘立柱建物 3棟 (SB01・ 02・ 03)が出土しまし

た。SB01は 、 2間 Xl間以上、SB02は 、 5間 Xl

間以上、SB03は 、 4間 Xl間以上で、全体規模を知り

得るものはありません。

柱穴のいくつかから土器が出土していますが、柱を建て

る前に置いたものや、柱を抜いた後に置いたものがありま

す。

SBO

鎌 倉 町 t奉豊三ダ(IB‐  I― 器

-7-
-9-



ま と め

以上の遺構の他に、自然の流路が 3条あります。流路 1

,3は一時に多くの水が流れ出た時についたものらしく、

流路 2は弥生時代から流れ出し、細 くなったり太くなった

りしながら吉墳時代以降まで流れていたようです。

なお、流路 3から出上した須恵器は、 5世紀中頃のもの

で、神戸市内では最も吉い例になります。

9               1oCh

汐争こ,各 3■H=ヒ勾買買票署毒

今回の調査で最も注目されるのは、SB06に つくられ

たカマドで、煙道がL字形にまがっているものです。同様

の煙道は、域の前地区第23次調査 (S M23)SB02・ 0

3でも見つかっています。この 2つの煙道は、竪欠住居址

の壁に沿って粘土を盛り上げて造っていましたが、今回の

SB06は 、竪穴の外に溝を掘っています。竪穴の外とい

っても屋根の裾の内側で、屋内であるという点ではSM2

3のものとかわりありません。

SM23の SB02・ 03は、 6世紀初頭のもので、今

回のものとは約半世紀の時期差があります。その間に煙道

の造り方が変化したようです。
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0                  5‖

なぜ、煙道をL字形にしたのかよくわかりませんが、奈

良目立文化財研究所の宮本長二郎先生によりますと、

1,煙道は長いほど煙のひきがよい。

Ⅱ,ま っすぐ外へのばすと屋外に出る部分が長 く壊れや

すい。

Ⅲ,L字形に曲げるのは、オンドルの苦い形態にみられ

るもので、それにとントを得たのであろう。 (こ の

時代、朝鮮半島から多 くの渡来者がありました。)

とのことです。

今後、このような形態のカマドがどのように分布するの

か、また京都府北部でよく似たものがあるが、どのように

関連するのか検討すべき課題です。

°
()

° ⑥°
◎◎

城ノ前地区第23欠調査

住居址平面図
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☆ 今回の調査を実施するにあたっては、神戸市都市計画局・
雲井通 6丁目地区市街地再開発組合の協力を得ました。
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とま  じ 乾 増 ミニ

2 周 初 Fの

先土器時代

縄文時代

宇治川南遺跡

雲井遺跡は、雲井通 6丁目地区市街地再開発事業に先立つ

試掘調査によって新たに発見された遺跡です。

試掘調査では現地表下約70cnの所で溝状の遺構の中から弥

生時代中期後半の壷型土器が発見されました。

今回の調査は昭和62年 6月から発掘調査を始め,現在まで
に弥生時代前期の遺構と弥生時代中期後半の墓址が見つかっ

ています。

当遺跡が最近まで知られなかったのは、このあたリー帯が,

神戸市内でも最も早くから市街化していた所の一つで、民家

や商店街の下に遺跡があることに気づかなかったためです。

今回の調査面積は再開発事業の敷地約4,000言を対象に行

ています。

跡

神戸市内の先土器時代の遺跡はあまり多くなく中央区内で

は遺跡は,ま だ発見されていません。市街地に近いところで

は会下山遺跡 (兵庫区)でナイフ形石器が採集されています。

中央区内の縄文時代の遺跡としては,宇治川南遺跡があり

ます。宇治川南遺跡では、縄文時代早期から縄文時代晩期ま

での多数の上器や石器が出上しました。

これらの上器の中には、東北 ◆関東地方の上器と思われる

ものがあります。また、大分県姫島産と考えられる黒曜石が

晩期の土器に伴って出土しています。当時の広範な交流関係

を知るうえで重要な遺跡です。

このほかにも最近の調査で確認された縄文時代の遺跡に、

神戸大学医学部構内遺跡 (後期)や五番町遺跡 (晩期)があ

ります。
癬 /

60

`墓轟塾淳

0            15Cm
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周辺の主要遺跡

(s=1/25000)

1.雲井遺跡

2。 日暮遺跡

3.生田吉墳群跡
4.布引丸山遺跡

5。 生田遺跡

6.資金塚古墳
7.芋治川南遺跡
8.神戸大学医学部構内遺跡

9.稿 。荒田町遺跡
10。 ハーバランド内遺跡

11.兵庫津遺跡

2

フ
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弥生時代

吉墳時代前期

吉墳時代後期

奈良時代

平安時代

3 司電里呉 豆D剤霙夏華

弥生時代に入ると、遺跡数も急激に増え、浦・荒田町遺跡,

布引丸山遺跡,熊野遺跡 。長田神社境内遺跡等が知られてい

ます。楠 。荒田町遺跡では弥生時代前期から中期前半の貯蔵

穴が多く発見されました。布引丸山遺跡は中期後半の山頂の

遺跡として吉くから有名です。また,熊野神社遺跡では南海
産のゴボウラ員を加工した腕輪が30数個入った壷が発見され

ました。

吉墳時代には、夢野丸山吉墳・基十笛
=米
継吉墳・樺能識

古墳などの前期古墳が知られています。これらの吉墳は、現

在破壌されてしまって見ることはできません。

後期吉墳は北野町付近や脇浜にあったことが、古い記録か

ら知ることができます。

奈良時代になると雰望手が建立され、平安時代には、平清

盛の別邸「雪の御所」などが造らます。

福原京については、従来、謎となっていましたが、最近、

神戸大学医学部の建物の建て替えに伴う発掘調査によって関

連する遺構が発見されています。

また。昨年, この近 くで日暮遺跡が発見され,平安時代の

撫笠逢達勅絲発見されています。

当遺跡は、生田川によって形成された扇状地の末端に近い

緩やかな傾斜地に位置しています。

現地表下には,法災によると思われる瓦等を含む焼土層が

あり,その下には水日の跡があります。明治時代初期の地図

ではこのあたりが水田であることが判り,明治時代の終わり

頃の地図ではこのあたりに,多 くの家が建っていることから

この水田が明治時代中頃まで使われたものと考えられます。

この水田層の下には弥生時代の遺物を含む層があり,浅い

所では現地表下約70clllで この層が発見されます。

3
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輛生時代前期の遺構群
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遺 構

周溝墓 1

周溝基 2

まだ調査中ですが,現在のところ弥生時代中期後半の方形

周溝基 6基が発見されています。また,弥生時代前期9土器

が出土する,土墳や柱穴も発見されています。

最も北側に位置する周溝墓で東西約 10m×南北約 1lm

のものです。中央部付近に2.4m× 2.Omの堀形の中に160cln

×50clnの本構を埋葬しています。周溝の中からは供献された

弥生土器 (長頸壷 。広口壷・高杯)が発見されました。

周溝基 1の南に接して造られた東西 6m× 南北 10mの も
ので2.2m Xl.4mの選環が発見されています。周溝の中から

は穣譲告れた弥生土器 (広口壷・甕形土器)が発見されてい

ます。

岳
くこ量::こ

周溝墓 2

周澄墓 1

9        .       29凧

5
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周溝基 3

周溝基 4

周溝基 5

周溝基 6

周溝基 2の南東に造られた東西8.6m× 南北 6mの もので

中央部に基壌が発見されています。北側の周溝中から長頸壷 。

甕形土器・広目壷が発見されています。

周溝基 3の南に接して造られた東西 9m× 南北 6mの もの

で基残は発見されていません。西側の周溝中から広口壷が発

見されています。

周溝墓 4の西に接して造られた東西 ?m×南北 8mの もの

ので墓渡は発見されていません。南側の周溝中には長70cm×

幅35clllの木補が発見されています。

他の周溝基から離れて発見されたもので規模は現在不明で

す。周溝中及び表面より広口壷・台付鉢形土器が発見されて

います。またぅやや西側によった所で3。 2m× 1.8mの墓城の

中に150clll× 50餌の本構を埋葬しています。本構の上部は腐

って残っていませんがぅ底板は良好に残存しています。

6
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弥生前期の遺構

4ま と め

周溝基 1出土長頸壷

実測図 (S=1/4)

調査区の北西部では直径20clll～ 30clll内外の柱穴や長方形の

上城が発見されています。この付近で出上する土器は弥生時

代前期の上器で,柱穴などは この時代のものと思われます。
現在,調査途中のため詳しいことは不明です。

今回の雲井遺跡の発掘調査では,弥生時代中期の周溝基が

群集して発見されました。同湾の中に供献された土器や埋葬

された木棺などは当時の墓制や習慣を知る上で貴重な資料と

言えるものです。

現在,調査は経続中ですので周溝墓の数は,ま だ増える可
能性があります。

また, このような市街地の中で,すでに以前の開発により
破壌されたと思われていた遺跡が, このように良好な状態で

保存されていたことは,今後の周辺の調査によってはこの地
域の歴史がより具体的に明らかになるものと思われます。

流路 1出土広口壷

実測図 (S=1/4)

7
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戎 町 遺 跡

第 ■ 次 調 査

現 地 説 明 会 資 料

ミ.ヵ _T、耳摯

グ

昭 和 62年 9月 6日

卒申 戸 ¬市 教 育 委 員 会
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今日の翻套を実施するに警たちて直ヽ 夫
=盗
・盗際験株式会社4-らび鷲

鹿轟建設株式会社.め協1カを得ています。

また、神芦章愛程野gFE泰景 7JH林行雄、種二重た、雷本長二部の議

鬼生芳だ御指
―
導 vIただ善章した。
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とま じ 2心 とこ  戎町遺跡は、須磨区戎町周辺に広が る遺跡で、昭和61年 度末

の試掘調査によ って初めて発見 されま した。試掘調査では、弥

生時代中ごろの遺物包合層が検出されています。

今回の調査地は戎町 3丁 目に所在 し、標高約14mの 妙法寺川

の左岸 に位置 します。調査はビル建設に先立つ もので、調査面

積 は約 500だ です。

昭和62年 6月 初旬よ り発掘調査を開始 し、 目下継続中です。

姶 ぎ譲〔

櫂

周辺の遺跡には、南東約

や北西約 lk耐 の得能山古墳

/5000)|

600mの 松野遺跡 (古 墳時代後期 )

(古 墳時代前期 )な どがあ ります。
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イFI瀕
!

i  I泰
F・・ �

1.戎 町遺跡

3.松 野遺跡

):1/25000)

2.得 能山古境

4.神 楽遺跡

5.長 田神社南遺跡

6.長 田神社境内追跡

2_ 護 子査 の 概 要

これまでの調査では、弥生時代を通 じての 4時期の遺構面が

確認 され ま した。

(1)第 1遺構面 (弥 生時代後期末 )

現地表下約60Cmで 確認 された遺構面で、土壊 5基、 ピッ ト26

個、不定形落 ち込み 2基 などを検 出 しま した。

-26-



。④ST 3

第 1遺構面遺構配置図

SK01は 東半が捜乱で壊 されていますが、一辺約 160cm、

深 さ20Cmの 方形 に近い土墳で、高杯の郭部 と甕が検出されてい

ます。

3

第 1遺 構面

-27-



②第 2遺構面 (弥 生時代中期中葉 )

現地表下約 80cぃ で確認 された遺構面で、

B01)、 土壌29基 (落 ち込み39基、 ピッ

されています。

竪穴住 居址 1棟 (S

卜 184個 などが検出

10m
第 2遺構面遺構配置図

出土遺物 には、多量の弥生土器のほかに、磨製石包丁 B点、

暦製石斧 1点、サスカイ ト製刃器 1点、サスカイ ト製石鏃多数

のほか、軽石製浮子な どがあ ります。

軽石製浮子

(い ずれもSCale 1/3)

】＼

■
ｌ

ｔ
ｌ

▼

一
押
ａ
ｇ
■
■
諷
Ｂ
Ｅ
Ｉ
ｇ
▼

ネミ、ミ__===ユ >~'~

4

筍い　。（▼
OO

-28下
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ｏ
Ｏ

③

SB01は 直径約 3.7mの竪穴住居址で、周壁高は約15cmで

す。床面 には炭や灰のつま った直径 60む mの 中央上壊 と ピッ ト13

個などとともに砥石が 2点 出上 しています。

中央 土壊

〃 傘 ?_… _ヽ ___二_ L一一      千m

X03は 調査区の西端で検出 した幅 1.8m、 長 さ 5.5m以

深 さ50cnの 遺構です。東側の斜面には壷が置かれていま し

ノ

払

ナ

⊂
第 2遺構面  SB01

S

上 、

た。

o                          50cm
: 

―

i__!__

5

第 2遺構面  SX03 壷出土状況
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(3)第 3遺構面 (弥生時代前期後半 )

現地表下約 150cmで確認 された遺構面で、土壊 10基、溝状遺

構 2条 、 ビッ ト23個が検出 されています。

SK42は 東西 2.5m、 南北 1.6mの 上壊で、壁がほぼま っ

す ぐなことか ら、貯蔵穴 と考え られます。中か らは多 くの上器

に混 じって獣骨片なども出上 しています。

また、調査区の東半 は旧河道で、 2回 の洪水で埋まったと考

え られます。 1度 日の洪水が終わ ったあとに、河底にあたる部

分に円形 に木杭を打 った特殊な遺構 (SX43～ 46・ 48・

49)が 確認 されています。この うちの SX43で は、広鍬の

未製品が検出され、す ぐ南側で広鍬未製品 (三連`)が検出され

ていますbさ らに、少 し下層か らは広鍬の製品 も検出されてい

ます。そ して、 この旧河道 内か らはほぼ完形の壷や甕が大量に

出上 してお り、磨製石包丁なども出土 しています。

SX

5宅
ξ う

０

８

　

　

４

　
　
　
４

４

　

４

　

Ｘ

加
ｔ

ｎ

砒

４

ｓ ｘ

旧河道

6

´

Ч
ヨ
ヾ
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第 3遺 構面遺構配置図



激

a毬

甕 (SCale i 1/3)

広鍬未製品 (三 連 )

lm

円形杭列遺構 と広鍬未製品出土状況
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141第 4遺構面 (弥生時代前期後半以前 )

現地表下約 200cmで 確認 された遺構面で、現在調査中です。

幅約25Cm、 高 さ 5～ 10cmの 畦畔 (あ ぜ )を 数条検出 している

ところか ら、水日と考え られます。現在確認 している水田は、

最 も大 きい もので 2X4m(約 8 ma)、 小 さい ものは 1.5× 2

m(約 3だ )の 大きさです。畦畔は南北方向には明確に作 られ

ていますが、東西方向はあま りはっきりしない低いものです。

,
,r

f'

,!

十   ∬        【
!           :1                                   、

第 4遺 繕面遺構配置歯  9            10m

I

キ

「ヽ

「3 ま と め 今回の調査でわか った ことをまとめ ると、次の 4点 となりま

す。

(1に れまで全 く存在の知 られなか った遺跡が板宿で発見 され、

今回の調査地だけでな く、より広い範囲に拡が る可能性が考え

られ ること。

8
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②特 に、弥生時代中期には遺構の数や土器な どの遺物量か らみ

て、相 当大 きな集落であった こと。

131弥 生時代前期後半の旧河道内の円形杭列遺構 については性格

が は っきりしませんが、全国的にみて も例をみない ものです。

また、遺物では大量の上器が良好な資料であ るといえます。そ

して、特 に広鍬は神戸市内では最 も古い時期の もので、製作過

程のよ くわか る資料 として重要なものです。

141第 4遺構面 の水田については現在調査中ではあ りますが、神

戸市内で最吉は言 うまで もありませんが、近畿地方で もかな り

古 い部類 に入 る貴重な発見 とな りま した。稲作が 日本に伝わ っ

てあま り時間がたたない時期の水田と言えますので、当時の稲

作を考えてい くうえで興味深い資料 といえます。

9
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西神ニュータウン内

10, 11, 12地 点遺跡

現 地 説 明 会 資 料

鱒

齢

鸞

孫

判

ョ

1987, 10, 18

ネ申 戸
「
F教 育 委 二員 会
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今回の発掘調査にあた っては、神戸市開発局の協力を得ま した。

-36-



は じめ に 西神ニュータウン内No.10, 11, 12地 点遺跡は、西神工業団地の

造成に伴い、 61年度より発掘調査が始め られま した。

No。 10, 11, 12地 点は、西区押部谷町養田に所在 し、 西神ニュータ

ウンの北西隅にあたる、標高約 90m前 後の丘陵上に存在する古墳及び中世

墓が存在す る遺跡です。

周辺の遺跡としてす ぐ北側に、 No.7地 点・養田中ノ池遺跡 (弥生時代

の集落辻)② o③があります。眺望のきく調査地か ら明石川に目を向けると

北側にはヽ七曲り古墳群・鍋谷池古墳⑤・⑥が見えます。またニュータゥン

側には、No.40,No.55地 点⑭・⑩などの古墳が存在しています。

さらに明石川の両岸には、弥生時代から中世にかけての集落址⑦・⑧ o③・

⑫・⑬が現在の集落とほぼ重なるように存在しています。

ｆ
一
１

２

３

４

５

８

７

８

９

‐０

■

‐２

‐３

Ｍ

添

轟
ｒ
聯
勝
″一

SN.T.血 10,11.12

S,N.T.血 7

養田中 ノ池遺跡

養日遺跡

七由 り群笑 墳

鋼谷池遺跡

黒田遺豚

常本遺隊

西戸 田追跡

S,N.T.Ntx55

S.‖ .T.NQ50

繁田遺跡

堅 田這跡

S,ド .T,Nd10
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｀,ぶ ,ii.i夷態墨

t

1,蔵 骨器

2,そ の場で火をたいて葬 った もの

S T15,20,25

S T03,05,06,16,22,23,29

ヽ

恥

＼
ふ
＼

オ

調査地付近地形図

1/2500

No.10地 点は、中世集石墓と古墳が存在す る遺跡です。

古噴は、径約 10m、 尾根を削 り出 し、その上に盛上を行 った古墳です。

周囲には溝をめ ぐらし、周騰内か らは、須恵器,土踊器が出上 しています。

これ らの遺物により、 6世紀初め頃の古墳と考え られます。

埋葬施設を明確にすることはできませんで したが、鉄鏃、刀子、鎌が出土 し

ています。

中世集石墓は、墳丘から流出 し、堆積 した上の上に築かれています。

墓は、合計 34基 検出され、大き く 4つ のタイプに分けることができま魂

No 10地 点

2
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3,石 を組み合わせて骨を葬 った もの

4, ピット (小 さな穴)に 葬ったもの

S T07,08,14,17,18,

S T28,31,32,33,34

ST20は 、須恵器の甕に骨片を収めてぃます。 レン トゲ ン撮影の結果、

骨以外には銭などの副葬品はないよ うです。

ST03は 、底面が非常によ く焼 けてお り、その場で火をたいて遺体を焼

いた もの と考え られます。

ST14は 、長方形の掘形の長辺短辺に石をたて、その中に骨を納め、 さ

らに偏平な石を敷 きな らべています。骨や炭の他 に中か ら白磁皿が一枚出土

しま した。

ST28や 34は 、直径約0.3m程 の穴をあけ、その中に骨片 をお さめ墓

標 と して石で蓋を した り、石をたてた りしています。

その他 に、 ST23の よ うに礫を円弧状 に組んでその中で火葬を行 ったよ

うな もの もあ ります。

ST23の 南西隅か ら、石製人面が出上 しています。石仏の顔面がはがれ

落 ちた もの と思われますが、現時点では、 この遺物の出上 した意味はよ ぐわ

か りません。今後検討すべき課題です。

0地点地形測量図

1/400

Nα l

4
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Na1 0地 点  ST20

断面図

NQ1 0地 点  ST25

断面図

0                      1れ Na 1 0地 点  ST07

平面および断面図

5
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0                      1A

39.oooれ

血 10地 点  ST23

平面および断面図

89.000れ

0          50こ れ

1   1   1 NQ1 0地 点  ST28

平面および断面図

6
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==:蛍こ
=■
====H==ヽ 1

=  2

0                   -5cm

10地 点  出土遺物  S=1/4

～ 3 土師器皿

5

6

7ST14出 土 白磁皿

1地点   No.11地 点か

0地点  古墳出土遺物

, 2 鉄鏃   3 鎌

刀子   S=1/4

ー 4

古墳 周溝内出土須恵器

古墳 周溝内出土土師器

ST23 出土石製人面

古墳 1基 と木権墓及び土壊墓が 7基検出されてい

Nα

1

4

O。   1 らは、

ます。 (別 表参照 )

No.11地 点の木棺墓・土壊墓群は、出土遺物か ら 6世紀初め頃の もの

と考え られます。古墳時代後期の埋葬形態は、おおむね墳丘を もつ ものが多

い中で、墳丘をもたずに木棺墓や土猿墓だけが検出されるという点で珍 しい

形態をもつ ものです。

No.11-3の 古墳は、地山に溝をほりめ ぐらし、盛上をお こなって古

墳を築いた ものと考え られます。

発掘調査時には、墳 E自 身は削平を受け、埋葬施設は認め られませんで し

た。しかしながら周溝内の、騰底をさらに掘りこんで土器埋納坑 (長 さ 1.2

7

単 垂 ガ
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m,巾 0.6m,深 さ 0.4m)が 作 られてお り、中に須恵器郭身、 ITh蓋 がセ ッ

トで納め られていま した。 このように、周溝を掘 りこんで土器埋納坑が作 ら

れている例 は、玉津町の居住小山遺跡で も知 られています。

古塙の墳丘部は、灰と焼上を用いて盛土されていますが、主体部はすでに

削平されてしまったためか、地山面まで掘り下げても検出されませんでした。

古墳の築造時期は、土器埋納坑内の上器からみて_、 5世 紀末から6世紀初め

ごろと考え られます。

地点地形測量図

1/400

8
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血 11-1地 点地形測量図

■  ■ ■tL」ぐ三 木 本官 基  土 壊 墓  一 覧 表

1/400

還 指 名 縄方規慎 棺規模 主 軸 出土遺物

11-1

ST01(木 棺墓 )

1.95 XO,7 1.65 XO.45 北 西 掘方上層より

須恵器片

ST02(木 構墓 ) 2.5 XO,7 1.95 XO_7 HLE I

ST03(土 填基 ) 2.5 XO.6 Jヒ西 須恵器有
=高
杯

対・ ETh身

ST04(木 棺基 ) 2.l XO.6 1.3 XO.4 北 西

ST05(土 坂基 ) 21 XO.6 北 西 管玉 9
ガラス
= 20

11-2

ST01(木 棺基 )

2.8 Xl.2 2.O XO.45 西

11-3
ST01(木 棺基 )

2.l Xl.9 1.8 XO,5 西 須恵畢杯菫

9
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90000m
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西 神 11-2地 点木範 墓実測図
知虹廷重>要

~Ⅲ

西神 11-3土 器埋納坑 実測 図

g。

/
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No.12地 点

SK01

SK02

No。 12-1地 点は、すでに削平をこうむ り,わ ずかにに高まりを残す

のみですが、北側に4K状 にめ ぐる溝と南側に散乱す る土器の存在か ら、径約

10m程 度の円墳と考え られます。埋葬施設は失われていますが、南西側で

古墳に関連す ると思われる炭が入った土坑があります。古墳の築造年代は、

出土遺物の時期か ら 6世紀初頭と考え られますと

No.12-2地 点遺跡は、 No.12-1地 点の北 50mに 位置する標

高約 107mの 平坦な尾根上に立地しています。すでに地山まで削平されて

いましたが、土器埋納坑 (SK01)と その北側に位置する土坑 (SK02

が検出されました。

SK01は 、長さ 1.Om,巾 0,9m,深 さ 6 cmの 台形状の土坑で、土坑の

西肩から須恵器 tTh身 ,有蓋高杯,土 B雨器椀,紡 錘車等が出主しました。

SK02は 、 SK01の 北側に位置する南北 4m,東 西 1.2m,深 さ 0。 2

mの 長方形の上坑です。攪乱上の中から須恵器高郭や鉄片が出上しています

これらの年代は、出土須恵器の形式から 6世紀初頭と考えられます。すで

に、この地点が地山まで削平されているため、果た して墳丘があったかどう

かは疑間ですが、古墳時代の埋葬施設が存在 した可能性は極めて高いと思わ

れます。

No.12-3地 点では、古墳 1基 とその南側で「コ」の字形に巡る溝 1

条,半 円形に巡る溝 1条が検出されま した。「コ」の宇形の構は、 1辺約 5

m,巾 0.8m,深 さ 0.3m、 半円形の溝は径約 5m,巾 0.8m,深 さ 0.4m

です。

遺物が出上 しなか ったため、この 2条 の溝の時期を断定はできませんが、

古墳との切 り合い関係や埋土か らみて古墳 と同時期 もしくはそれ以前と考え

られます。

古墳は、径約 10m,残 存高約 1,2mの 円墳で、南側に巾 1.lm,深 さ

3mの 周溝が尾根を切断す るように巡 っています。北側墳丘梶から、散乱

０

　

し
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-47-



一学ri“,1 2-1'trミ ュ‖職,剛

西神 12-2地 点測 駐図

-48-
12



まとめ

た状態で須恵器が出上 しています。

No。 12-3地 点は、木棺を埋葬施設 とす る直径約 10mの 円墳と考え

られますが、調査の結果、埋葬施設は検出されませんで した。古墳の築造時

期は、出上 した須恵器の型式か ら 6世紀初頭 と考え られます。

4基 あり、神戸市内で は

中世の墓制を考えるうえ
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吉噴群

6号場Э
匿
Ｊ

天玉凸

現地説明会資料

昭 和 63年 ■ 月 ■ 5日

神戸市教育委員会
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今回の調査 につ いては、神戸市文化財専門委員 小林行雄・ 檀上重光

宮本長二郎の三先生 に御指導頂きま した。

また、三和 ホーム株式会社の御協力を得ま した。

表紙 :天 王山 5号 墳東棺出土石枕

-54-



とま じ)とう とこ 天王山古墳群は、昭和 45年 の分布調査 によ って、 18基 の

古墳の存在を推定 していま した。昭和 47年 の試掘調査 によっ

て、その うち 4基の古墳の規模 などがわか りま した。

昭和 55年 に天王山 1,1-2,2,3,4号 墳を含む開発計画

に伴い 4号 墳を全面調査 しま した。その後 4号 墳は消滅 しま し

たが、開発者の協力によ って、 1～ 3号墳の 4基 の古墳 は、公

園 と して整備 され、保存 されています。

昭和 61年 に、 5号墳が攪乱を受 けたため、応急処置 として

中央棺を中心 と した調査をお こないま した。 さらに今回は、昨

年 9月 か ら開発計画 に伴い全面調査をお こないま した。そ して

新たに 6号墳を発見 しま した。

調査終了後 は宅地開発が予定 されてお り、 5・ 6号墳の保存

方法について現在検討中です。

5二号 墳 石 本宮 復 元 想 定 図

■
―

-55-



2_周 itt C)i重 跡

六甲山系に源を発 し、

丘陵部を抜けた伊川は明

石川 に合流 し、その流域

に平野を形成 しています。

これ ら河川の流域では、

古 くか ら人々の生活がい

となまれ、その痕跡が遺

跡 として現在 にまで残 さ

れています。

天王山古墳群周辺の遺

隊 としては、櫨谷町青谷

遺跡で先土器時代の遺物

が出上 しています。 これ

を最古の例 と して数多 く

の遺跡が これまでに確認

されています。なかで も

弥生時代の吉 田遺跡、玉

津 田中遺跡、新方遺跡、

古墳時代の瓢塚古墳、王

塚古墳、奈良時代の明石

郡衛ではないか と考え ら

れている吉田南遺跡など

がよ く知 られています。

〔注 : この表の遺跡番号は、地図の番号と対応してぃます。〕

2

国内の主な遺跡 神戸市内の主な遺跡

先

生

器

時

代

側

　

縄

文

時

代

　

Ｒｎ

岩宿遺跡 (群 馬県 )

OB.C。

土器作 りが始まる

夏島貝塚 (神 奈川県 )
加曽利貝塚 (千 葉県 )

亀ケ岡遺跡 (青森県 )
R r

青谷遺跡 (西 区)―……■ 3

大歳山遺跡 (垂 水区)
雲井遺跡 (中 央区)

元住吉山遺跡 (西 区 )
宇治川南遺跡 (中 央区)

弥

生

時

代

Rnn

稲作が伝わる

菜畑遺跡 (佐 賀県 )
板付遺跡 (福 岡県 )
唐古遺跡 (奈 良県 )

池上遺跡 (大 阪府 )

登呂遺跡 (静 岡県 )

n

吉 田遺跡 (西 区)― ―― ‐ 5
戎町遺跡 (須 磨区)
居住遺跡 (西 区)一―― … 2
玉津田中遺跡 (西 区)―… 1

新方遺跡 (西 区)―……‐ 8
今津遺跡 (西 区)― … … 7
青谷遺跡 (西 区)―…… 13
池上北遺跡 (西 区)… … 12
池上甲ノ池遺跡 (西 区 )

古

l旨

時

代

Ano

古墳がつ くられる

箸仲山古墳 (茶 良県 )

誉田山 〔応神陵〕古墳
大仙 〔仁徳陵〕古墳

(大 阪府 )

見瀬丸山古墳 (奈 良県)

吉田南遺跡 (西 区)―…  6
出合遺跡 (西 区)一――… 3
天王山 4号 墳 (西 区)-10

五色塚古墳 (垂 水区)
王塚古墳 (西 区)―……… 4
鬼神山古墳 (西 区)― … 11
中村古噴群 (西 区) -15
天王山 1～ 3号 墳 ― -10
延命寺古墳 (西 区)● ‐-14
天王山6号 墳 (西 区) lo

飛

鳥

・
茶

良

時

代

飛鳥や奈良に都がおかれ
る

高松塚古墳 (奈 良県 )

平城京跡 (奈 良県 )

吉田南遺跡 (西 区)… …  6

―-56-―
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3 _  pく ョEL上1ゼF邊彗 若羊 0)I本]宅革

古噴名 噴形 規模 埴輪 埋葬施設 副葬品
ド
ヽ

と
す

1号墳 円 直径約10m,高さ約1.2m 円筒 6世紀前半

卜2号墳 円 直径約10m,高さ約0.6m 6世紀 ?

2号墳 円 直径約14.5m,高 さ約1,3m 円筒 6世紀前半

3号墳 帆立貝式

2段築成
直径約20m,高 さ約2.5m.

幅10m,長さ5mの造り出し

円筒,盾
馬,人物 6世紀前半

4号墳 方 南北約19m,東西約16m,

高さ約3.3m

(1号棺)
割竹形木棺

長さ 4.5m

最大幅0.6m

(2号 4亡 )

割1オ形木I亡

長さ 5,4m

最大幅0.5m

管玉2,ガ ラ
ス玉5,鉄刀2,

ヤリガンナ1,

鋤先1,鉄斧 1,

銅境1,管玉5,

ガラス玉 16.

ヤリガンナ1

鋤先 1,

4世紀

4世紀

5号墳 方 1辺約20m

高さ約2,Om

(東 4官 )

組合式石棺

長さ 2.6桁

最大幅0,6m

(中央棺 )

割竹形木棺

長さ 5.2m

最大幅0.6m

(】ヒ本宮)

害Iltt形木本官

長さ 4.2m?

最大幅0.5m

(南 4宮 )

害11生形木1宮

長さ 4.2m?

最大幅0.「om

9

9

鉄剣1,

土師器片 1,

他は不明

針状鉄器11

4世紀

4世紀

4 ill紀

6号墳 方 1辺約8o

高さは墳丘流失のため

不明

(南棺)

箱形木棺

長さ 2.3m

最大幅0.6m

(Jヒ I官 )

箱形木棺

長さ 1.8m

最大幅0.6m

須恵器杯蓋2,

鉄鏃18本 ,

刀子1,

鹿角装刀子1,

須恵器杯身 1

耳環11

6世紀後半

6世紀後半

4
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4_調 杏 の テ免 果

o            10M

今回は、先の 5号 墳の調査を継続 して行いま した。 また、

その周辺部について も調査を行い、 これまで知 られていなか

った 6号墳を新たに発見す ることができま した。その ほか、

中世の遺構なども検出 しています。

遺 構 図

6

(中 世 7)

(

-60-



丘墳

5 季チ 邊彗

尾根の地形を利用 し、 これを削 り出 して古墳 として形を整え

た もので、盛 り上はあ りませんで した。一部で墳丘を区画す る

ためのテ ラス状の平饗面が残 っているもの
の、墳丘がかな り流

出 しています。そのため、正確な規模 はわか りませんが、1辺

約 20mの 方墳であ った と考え られます。

葺石や埴輪 はありませんで したが、墳丘北側斜面か ら土師器

の壷の破片が出上 しています。

4基の埋葬施設があります。

東西方向に主軸を もち、長大な木棺を納めた埋葬施設が 3基

(中 央棺、南棺、北棺 )あ り、その東 に南北方向に主軸を もつ

組合式石棺 (東 棺 )が あ ります。

東西 5。 9m、 南北2.Om、 深 さ1.Omの 墓壊 に長 さ5.2m、 幅 0。 6mの

割竹形木棺を納めた ものです。

この墓壊の埋め土は非常 に堅か ったため、木棺が腐朽 した後

も棺上部の上が一部をのぞいて くずれ落 ちませんで した。そ
の

ため棺 自体 は残 っていませんで したが、埋め上の形状か ら棺の

断面が円形であ った ことがわか りま した。

棺の中央部が こわ されていますが、それ以外のところか ら鉄

剣 と土師器片が出土 しま した。棺底 には、赤色顔料が残 ってい

ます。

東西 5,7m、 南北 1.3m、 深 さ0.5mの 墓壊に長 さ4.2m?、 幅0,5m

まいそう しせつ

埋葬施設

〔中央棺〕

〔南棺〕

7
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〔北棺〕

〔東棺〕

5号 圭費 来 キ宮 内 石 枕

の割竹形木柏を納めた ものです。

遺物 は出土せず、赤色顔料が一部でかすかに残 っています。

東西5,Om、 南北1.lm、 深 さ0,4mの 墓壊 に長 さ4.2耐 ?、 幅0.5m

の割竹形木棺あるいは箱形木棺を納めた ものです。

赤色顔料を肉眼でみつけることは出来ませんで した。棺底か

ら針状鉄器が 1点出上 しています。

攪乱により石棺は完全にこわ されていま した。 しか し、石棺

を埋めた墓壊に残 された痕跡か ら、石棺が置かれていた状態を

推定す ることができます。

長 さ3.4m,幅 1,3m,深 さ0,7mの 墓壊 に、内寸全長2.3m,幅

0,45mの 組合式石棺が納め られていま した。蓋石 と側石の一辺

がそれぞれ 3石 、小口石が各 1石 、底石が 4石 、合計 15個 の

板状に加工 した凝灰質砂岩を組み合せ るもので、石棺 と同 じ石

材でつ くられた枕がおかれています。石枕の全面 と棺の内面に

赤色顔料が塗 られています。

9                   1ocM

8
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5号 l貴 出 J二 遺 牛勿

5-弓 1士費 坦 蛯 葬 加 齋 設

蒔可本菅

0                 3m

金十 可赤こ金夫 暑澤   (Jヒ 本宮 )

」L自雨 号澤 ?  (堪 卦 百註ゴヒ 1■1]余斗 睡覇 )
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6 手チ 理者

丘  墳丘のほとん どが流出 し、盛 り上 はわずかに残 っているだけ

で した。 しか し、墳丘の北東部に周溝が残 ってお り、その形状

か ら 6号 墳が小規模な方墳であることがわか りま した。葺石や

埴輪 はあ りません。

東枕の埋葬施設 2基 を検 出 しま した。

東西3.5m、 南北 1.8mの 墓壊に長 さ2.3m、 幅0.6mの 箱形の木棺

を納めた ものです。棺の東で須恵器の郭蓋 2個 体が重ね られた

状態で出上 しています。 これは枕 と して用い られていたよ うで

す。市内での類例は垂水区舞子古墳群にみることができます。

副葬品は遺骸の右側にそえ られていま した。頭部付近 に刀子、

胴部か ら足元にかけて鉄鏃 2東 、鹿角装刀子が置いてあ ります。

東西3.5m、 南北 1.2mの 墓壊に長 さ1.8m、 幅0.6mの 箱形の木棺

を納めた もので、木棺の小 日部分を粘上でお さえています。

棺底の東寄 りで耳環 1点が出土 しています。その他の副葬品

はあ りませんで したが、木棺の腐朽によ り落ち込んだ上の中か

ら、木棺の上に置かれた と考え られ る須恵器 lTh蓋 が 1個 体出上 し

しています。なお、耳環 1点が周溝底か らも出上 しています。

6据 躍 A‐ ,司 濃謝当 ■■ コ
=ヨ
梁

E3  ===  ュ    :   ュ

墳

埋葬施設

〔南棺〕

〔】ヒホ宮〕

-64-
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封L本宮

0                      2M

6号 墳 埋 夢 筆 起 設

須恵器郭蓋

(枕 と して用い る )

刀 子

鉄鏃 (5本 ?)
ゴ

鉄鏃 (8本 ?)

蒔≡本芭

増
―
■
―
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土 遺 物

郭 蓋      (

郭 身      (

(

5 ま と め

5号墳では、長大な木棺を もつ埋葬施設 3基 と石植を もつ埋葬施設

1基が検出 されま した。 3基 の木棺 はほぼ平行 してすえ られ、墓壊の

東端 も位置がそろっています。 このよ うな配置か ら、 この 3基 はほぼ

同時にいとなまれた もの と考え られます。 このなかで中央構 は長 さ 5

。2mを はか り、割竹形木棺直葬 としては、兵庫県下で最大級の もので

す。 また、 この 3基 の後にいとなまれた東埋葬施設の石棺 も長 さ2.6m

をはか り、組合式石棺 と しては県下最大級です。

出上 した副葬品が少なかったため、その組み合せか ら 5号墳の築造

年代をもとめることは困難です。 しか し、埋葬施設の様相か らは、こ

の古墳が古墳時代前期のものであることがわかります。

6号墳は、 2基の埋葬施設か らそれぞれ須恵器が出上 しており、と

もに 6世紀後半に築かれたことがわかります。

０
こ
　
　
■

内
内
≫

壊
壊
内

墓
墓
棺

出
　
器
器

棺
　
恵
恵
鏃

南
　
須
須
鉄

墳号
　
・
２
３

６

S == ■  : 2
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痔ヨ言吾 完解 言党

古 墳 の 埋 葬 施 設

古墳に遺体を埋葬す る場所を「内部主体」とか「埋葬施設」とよんでいます。

その仕組みは大き く 3種 類にわかれます。 1つ は、遺体を入れ る「棺」、その

棺を覆 う「棒卜」、あるいは棺を納め る空間のある「室 」とい うようにわかれま

す。 この「棺」、「移卜」、「室」にもいるいろな形があ り、地域や時期 によ っ

て ことな っています。

棺、構卜は、その材質 により木棺 ,石 棺 ,粘 土移Iな どがあります。 さらに木

棺や石棺は、その形 によ ってい くつかに別けることができます。例えば、直径

が 80Cmも あるよ うな丸太を、竹を割 るよ うにたてに割 ってか ら、その中を

くりぬいて棺 にす る割竹形木棺。あるいは、板材を組み合わせて作 った箱形木

棺などがあ ります。

棺を構卜や室に入れずに、直接、墓壊 (墓 穴)に 埋め る

と呼んでいます。

方法を木 (石)棺 直葬

石室には、棺を上か ら入れて蓋を し、完全に密閉

石室の入日の開閉が可能な横穴式石室があ ります。

して しま う竪穴式石室 と、

古墳辞典 (東 京堂出版 )よ り

嶼 穴 式 石 素 れ 造 模 式 図
撃 穴 式 石 華 構 逮 模 式 図

13
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上 小 名 田 遺 跡

現 地 説 明 会 資 料

口吾 禾口 6 3 生F ■ 月  2 4 日

神 戸 市 ス ポ ー フ 教 育 公 社

卒申  戸   
「
F 教  育  委  員  会

線
/― ヽデ

-69-



大甕を据えた穴の復元模式図

(図 は長岡京の出土例 。

月刊文化財発掘出土情報 86.5よ り )

VttS B 0 1で 検出された穴 も、図

のよ うであった と推定 されます。

今回の調査 については、神戸市文化財専門委員 檀上重光

宮本長二郎 0両 先生 に御指導頂 きま した。

また、神戸市道路公社の御協力を得ま した。
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1.は じめに
上小名田遺跡 は、六 甲北有料道路築造工事 に伴 う遺跡確認

調査 (試 掘調査 )に よ って発見 されま した。

遺跡は、人修 川の西岸、標高 190m前 後 に立地 しています。

周辺の遺跡   これまで、 この周辺では中世山城 とされ る吉尾城址、およ

び六甲北有料道路 とその関連工事 に伴い調査 された吉尾焼の

窯跡 (江 戸時代末～明治時代初め )と 、箱笠駐整 物・井戸 な

どが検出 された吉尾遺跡 (平 安時代末 )が 知 られてい るだけ

です。また今年度、当遺跡の北方約 l kmの 八多町下小名田で、

試掘調査 により下小名田遺跡が発見 されま した。 この遺跡か

らは、古墳時代・平安時代か ら中世 にかけての遺物が出上 し

ています。

調査の経過  今回の道路予定地延長 600mの 範囲で遺跡が確認 されたた

め、今年度 は調査予定範囲内の 5地 区計約 3,400∬ について

発掘調査を行 っていまサ。

調査の結果、平安時代か ら鎌倉時代 にかけての掘立柱建物

9棟 。騰 12条・土坑22基・ 自然流路 などが見つか りま した。
やフアNヽHと湯祭駅
Ｎい群革

辮
M

障
Ⅲ
＝
ツ

位置図 S=1/25,000
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2.

*I

調査の概要

‖・ III区

自然流路

1・ Ⅱ・ Ⅲ区の調査では自然流路を確認 しま した。

この流路は、上部で幅約 1lm、 深 さ1.5mの 規模を測 る

ものです。おおむね、 この流路は 2回 の洪水の後埋 ま った も

の と思われます。土層の観察 により、初期の頃には強 い流れ

であ った ものが、 2回 目の大 きな洪水の後 は流れが弱 ま り、

流路が徐 々に埋ま ってい った様子が確認できま した。

流路の中か らは、太 さ0.4m、 長 さ 8m以 上の大 きな流木

や、木の実、枝葉などが出土 しています。それ らに混 じって

平安時代の もの と思われ る下駄 も出上 しています。

木の実や枝葉を詳 しく調べ ることによ って、 これ らの洪水

の起 こった季節が、秋であ った ことがほぼ特定できま した。

(市 立森林植物園 三宅 慎也氏の御教示 による。 )

また、 Ⅱ区・ Ⅲ区および I区 の調査結果か らみ ると、 この

流路は大 き く蛇行 して流れていたようです。

この流路ので きた時期 については確実な資料がな く、今後

の調査を待たねばな りません。ただ、流路が埋ま って しま っ

た後 に堆積 した上の中か ら、平安時代の終わ り頃か ら鎌倉時

代の初めにかけての須恵器や上師器が出上 してお り、それ以

前には流路が存在 していたようです。

-72-
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*Ⅳ 区 Ⅳ区では、西の方で Ⅲ区の流路の続 きを確認 しています。

流路か らは流木が出上 しています。また流路か ら20m東 まで

の間では遺構は希薄です。 しか し調査区の東半分では桂笑を

100ケ 所以上確認 しています。 これ らの柱穴の並びか ら 2つ

の建物があった ことが判明 しま した。

ひとつは 5間 X2間 の建物 (SB01)で 、 もうひとつ は

4間 X6間 以上の建物 (SB02)で 切 り合い関係か ら SB

02の 方が古い ことが判 っています。

5間 (H.lm)× 2間 (4,Om)で ほぼ東西 に向いて建て

られている総柱の建物です。 この建物の柱穴 には、炭化 した

柱痕跡があるものが認め られ、建物が火災にあ った可能性が

考え られます。

4間 (9.2m)x6間 (14.5m)以 上で南北方向に建て ら

れた建物です。 この建物の南西隅 にある土坑 (SK04)か

らは、石などと共に須恵器の椀が 6点以上、土師器の甕が 1

点出上 しています。

期   これ らの建物の時期 は、出上 した遺物か ら推定 して平安時

代後業か ら末葉にかけて (12世 紀 )の頃 と思われます。

掘立柱建物

SB01

SB02

時

―
・

げヽ
υ
Ｂ

Ｏ

Ｓ

　

　

Ｏ

Ⅳ区 遺構平面図  S=1/200
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*V区 掘立柱建物 (SB)7棟 ・土坑 (SK)18基 ・溝 (SD)

自然流路などが検出 されま した。

3間 (8.5m)x7間 (16.4m)で 南北方向に長い建物で

す。柱穴の一部には、柱根が残 っていま した。また、柱の根

元を抜 き取 り、そのあとに石を詰め、礎石を据えて補修 した

と考え られ るもの もあ ります。 この建物の中では、大甕を据

えた と考え られる穴が 4か所並んで見つか りま した。

3間 (7.Om)x4間 (10,4m)以 上の建物です。

東に 1間 の廂がつ く 2間 X3間 と推定 され る建物です。南

北方向に長 く、規模 は 7.5mx9。 3mを 測 ります。

2間 (4.lm)x3間 (6.5m)の 建物で、 SB01・ 0

2を 切 っています。

4間 (7.3m)x3間 (5,lm)以 上で、南に半間の廂が
つ く建物です。 SB04と ほぼ同一の方向を とり、同時期に

建て られた と考え られます。

2間 X4間 の西に廂のつ く建物で、 7.Omx9.4mの 規模
です。方向か らSB04・ 05と 同時期 と考え られます。
6間 (■ .4m)× 4間 (9,Om)の 建物で、 SB06を 切

っています。 この建物 は、Ⅳ区の SB02と 同様 に南西の隅
の 1間 Xl間 のほぼ中央部に隅円方形の上坑 (SK10)を

伴 っています。

SD02は 掘立柱建物 SB03に 切 られています。 この溝
か らは 10世 紀前半頃の遺物が出上 してお り、 これか らSB

03を は じめとす る建物群の上限を決め ることができます。・

今回の調査で検出 した溝は、おおよそ幅 40～ 80 cm、 深 さ 5

～80 cmの ものがほとん どです。

ほとん どの上坑は隅円方形で、拳大～人頭大の石が上器 と

ともに投げ込まれたよ うなかたちで出上 しま した。石のなか

には火を受 けたような痕があるものがあ り、一部の上坑では

炭層が見 られます。

これ らの遺構は 2時 期に分 け られ、 SB01,02・ 03
と SD02は 平安時代中葉に、その他の遺構 は平安時代後葉
～末に位置づけ られます。

SB01

SB02

SB03

SB04

SB05

SB06

SB07

SD02

土  坑
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V区 遺構平面図 S=1/300

図置配
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S B01

遺構変遷図   S=1/500
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3。 まとめ
今回の調査では、北神地域では じめて平安時代中葉 (10世

紀 )の 建物群が確認 されま した。その建物の方向、配置には

規則性が うかがえます。また、須恵器・ 土師器のほか緑釉陶

器・灰釉陶器 。青磁 。白磁 など出土遺物の種類 も多 くみ られ

ます。

上小名田遺跡では、平安時代の中頃 には集落が営まれてお

り、 この地域の中心的な集落だ ったよ うです。ただ、少量で

はあ りますが 奈良時代の遺物 も出上 してお り、 もっと古 く

か ら人々が住みは じめていた可能性 もあ ります。吉尾遺跡、

下小名 田遺跡の調査で平安時代後葉～末葉の遺物・ 遺構が出

土 してお り、今回の調査結果か らみて八多川流域では、平安

時代後葉～末葉にかけて村落の分散、拡大が進んだ と考え ら

れます。

これか らの調査によ っては平安時代の屋敷地の全域を確認

できる可能性 もあ り、今後の成果が期待 されます。

1・ 2 V tt S

7 Ⅳ区 SB0

D02

2     8

3～ 5 VttS K 0

VttSK 1 0

サ
9            10Cm

VttS K 0 8

VttS K l

Ⅳ oV区  出土遺物
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注

高瀬遺跡掘立柱建物群復元図

: _  生■  fr   ―
=, 
一 i… …

_: i_ 4~  ｀  ォ……
Ⅲ'     f‐

ザ■ 1｀riギ

■.・‐
T

じょうべのま遺跡掘立柱建物群復元図

／

／

１

′

ｒ

「古代の村 」 (『 古代 日本を発掘す る 6J)よ り
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昭和 68年 1月 31日

神戸市教育委員会

-81-



今回の調査については,神 戸市文化財専門委員 檀上重光・宮本長二郎

の両先生 に御指導をいただきま した。

また,マ ルイ ト株式会社の協力をえま した。
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と」に じ 乾 鴻 E二

寺 地 と

環 境

神戸の市街地は,古 くから町並みが整い,遺跡は建物

の下になり,ほ とんどその存在を知ることはできません

でした。しかし,最近の著しい再開発で東灘・灘・中央

区などでも,次々と新しい遺跡が発見されています。中

央区下山手通にある当遺跡も,昨年までは全くその存在

が知られていませんでしたが,ホ テルが建設されること

になり,試し掘りをしたところ,地下 0.5～ 1.5mの深

さで吉墳時代の上器が出土しました。戦前には,生田神

社の東側や山本通のあたりにいくつかの吉墳のあったこ

とが知られていましたから〕周辺にはその時代の人々の

集落があるだろうと予測されていた地域です。今回発見

されたこの遺跡の名前は「生田遺跡」とつけられました。

当遺跡は,標高14m前後の緩やかな斜面の上にありま

す。このあたりの土地は,昔の生田川 (元は新神戸駅か

ら市役所の前を流れていました)の氾濫によって堆積し

た土秒でできた沖積地の上に存在します。

付近で最も古い遺跡は,昨年の夏,新聞等で大きく報

道された雲井遺跡です。この遺跡は縄文時代の前期に始

まり,その後弥生時代中期まで人をは住み続けたようで

す。また,新神戸駅の北側の山頂には,弥生時代中期の

布引丸山遺跡があります。この遺跡は邪馬台国の時代の

倭国の大乱と結びつけて考えられる殺いの村一高地性集

落―の一つです。

また,先ほど述べましたが,生田神社の東側の旧生田

川沿いには吉墳があったようですし,山本通から県庁の
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西側にかけても吉墳があったようです。しかし,古 くに

壌されており詳しいことはわかりません。

ずっと西の方では,兵庫区との境付近に縄文時代早期

に始まる宇治川南遺跡,縄文時代後期に始まる楠 。荒田

遺跡などがあります。このあたりで,古墳時代の人々が

住んでいたことがわかるのは,今のところ生田遺跡だけ

です。

周 辺 の ‐ な 遺 跡 tr.1

■

2

3

4

生田遺跡

雲井遺跡

5 中宮古墳

6 楠・荒 田町遺跡

布引丸山遺跡   7 宇治川南遺跡

生 田町の古墳

2
-84-



3 司町里呉 の

経 過

4i調 査 の

概 要

竪穴住居 1

製塩土器 (S=1/3

(神 楽遺跡出土 )

現在発掘調査をしている敷地は,約1,800正あります。

しかし,数年前までは学校が建っていたので,校舎のあ

った部分は地下深く掘られ,住居跡などは削られて,ほ

とんど残っていません。運動場のあった北側の2/3ほど

はよく保存されていて,吉墳時代の住居や倉庫の跡など

が見つかりました。また,当時の人々が使用した土器や

鉄の斧などが出土しています。

今回の発掘調査で発見されたものは,ほ とんどが建物

の跡です。当時の建物には竪穴住居 (地面を家の形に掘

りくぽめ,柱を建て屋根をかける)と,掘立柱建物 (地

面に柱を立て,床をつくり,屋根をかける)の 2種類が

ありました。

一辺が 6.4m× 6。 8mの方形に地面を掘りくぽめて,

柱を 4本建てています。北側の壁際には粘上で作ったカ

マドがあります。カマドは,今でも田舎に行くと見るこ

とができるオクドサン,ヘ ッツイサンと呼ばれるものと
鴻

同じです。カマドのまわりには,調理に使う甕 (食物を

煮る),コ シキ (食物を燕す),杯 (食物を盛る),高

杯 (食物を盛る)などがあり, このあたりが台所であっ

たことがわかります。また,細かく割れた製塩土器が,

カマドからかき出された灰の中にたくさん混じっていま

した。製塩土器とは,海水を煮つめて塩の結晶を取り出

すのに使われた小型で薄手の上器です。しかし, このカ

マドで塩を作ったとは考えられず,海の近くで作られた

塩を運んでくるのに使った土器をカマドで焼きかためて

3
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散状塩 (サ ラサラとした塩)を作るのに使ったと思われ

ます。住居跡の中に残された土器から, 5世紀前半の建

物だとわかります。

宅_       __‐ m

x理 ,高林  半

亀幕
聾
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竪欠住居 2 この住居跡は,あ とから掘られた溝や柱穴でこわされ

全体の形はよくわかりませんが,一辺約 5.5mの方形で

あったと考えられます。竪穴住居 1と同じく,北側の壁

際にはカマドが作られています。幅の大きなカマドで,

土器をかけるところが 2口あったかもしれません。

住居跡から紡錘車 (糸を紡 ぐときに使う道具)が出土

していますが,土器はあまり残されていませんでした。

6世紀初め頃の建物と考えられます。

ｌ

ｋ

上

―

―

モ
′

ヽ

先

‐１

＞

‘

ヽ

ヽ

一
′
く

＞
て
， 、

竃のある竪穴住居復元図
(大 系 日本の歴史 2 小学館 )

5
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掘立柱建物 1

掘立柱建物 2

掘立柱建物 3

柱間が 2間と3間 (5。 OmX 5。 5m)の建物で,総柱

だと考えられます。総柱というのは建物周縁だけでなく,

内側の交点にもすべて柱の建てられていることをいいま

す。一般的には, こういう構造の建物は倉庫と考えられ

ています。

柱間が 2間と3間 (3.5m× 5.Om)の建物ですが,

掘立柱建物 1と は棟の方向が直角になります。これもま

た総柱と考えられますが,新しい井戸があって確かめる

ことができません。

柱間が 2間と3間 (4.5m× 5.Om)で総柱の建物で,

棟の方向は掘立柱建物 2と同じです。

以上の掘立柱建物 1～ 3は同じ方向に柱列が並んでい

ることから,同時に建っていた倉庫群と考えられます。

ｔ

ｉ

6
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掘立柱建物 4

掘立柱建物 5

掘立柱建物 6

柱間が 2間と2間 (3.OmX 3.5m)で 総柱の建物で

すがぅ南の方にのびていた可能性もあります。

柱間が 2間と2間 (4.Om× 4.5m)で総柱の建物で

す。

柱間が 2間と2間 (3.5m× 3.5m)で総柱の建物で

す。

以上の掘立柱建物 4～ 6は先の 1～ 3よ り少し柱列の

方向をかえて,ほぼ同じ向きにならんでいます。これら

4～ 6の建物も同時期に建っていた倉庫群と考えられま

す。

掘立柱建物 2の柱穴の一つから,滑石製の紡錘車・有

孔円板 (銅鏡をまねたと考えられています)。 日玉が出

上しており,建物を建てる時にお祭をしたと考えられま

す。しかし,土器がほとんど出ず,時期の確定はできま

せんが, 6世紀初め頃と考えています。また,掘立柱建

物 1～ 3と 4～ 6はどちらが先か不明です。

7
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松野遺跡の掘立柱建物復元図

(宮 本  長二郎氏 復元 )

ア

t
ト

〆

(

鳴滝遺跡の倉庫群復元図
(大 系 日本の歴史 2 小学館 )

8
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3条出土しています。中からたくさんの上器が出上し

ています。先の掘立柱建物と重なっていることから, 6

世紀初めにはこの湾はなく,出土遺物から6世紀後半に

作られ,その終わり頃には埋まったと考えられます。

土器の他には,鉄の斧が出上しています。

と この遺跡は5世紀前半にはじまり6世紀末頃にはなく

なったようです。

Ⅱ 竪穴住居 1は,兵庫県下でも最も吉い部類に入るカマ

ドをもつ住居で,当時の台所の状態を知る資料となりま

す。

Ⅲ 掘立柱建物は,柱穴が大きく,ま たいくつかが規則正

しく並んでいることから,有力豪族の居館の一部と考え

られます。日本書紀の神功皇后の条に記されている「活

田長峡国」 (い くたながをのくに)を思い浮かべること

ができます。

…
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須恵器郭蓋

須恵器郭身

土錘

S=1/3
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